
Ｓ-８-１（４）沿岸・防災リスクの推定と全国リスクマップ開発

災害の諸事象の被害を定量的に地図情報の形によって示し、加えて経済被害を求める。これらのモデルは、様々なスケールで表現できる構造と

 

し、全国から市町村レベルまで考察可能にし、その上で異なる災害を包括的かつ空間情報を俯瞰的に把握することから、地域に応じたきめ細かい

 

適応策を提案することを目標とする。
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伊勢湾奥部高潮浸水深
100年後の海岸線後退距離
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降水持続時間が減少

※単位はmm/dayに換算済

日平均気温 (℃)

(mm/day)
10分値

1時間値

6時間値

24時間値

九州

気温上昇と

 

豪雨の変化

数値モデル

 

（コンピューターシミュレーション）

地域の将来のリスクを示し、適応策を考える．
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洪水氾濫

斜面災害

高潮災害

砂浜侵食

地図情報

地域に応じた適応策評価

警戒情報
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海岸構造物

海面上昇と

 

風の変化
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消失面積

個別被害
（リスク）評価

地域防災評価
現在と将来

被害額
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